「アポイントトーク」のステップとストーリー
（ゆっくり、焦らず、丁寧に、自信と余裕をもって、・・営業らしくなく・・但し強引に！）

第一ステップ・・３段論法の自社、自己紹介

　①はじめてお電話させていただきました。・・私、○○会社の○○と申します。

　　（御社が○○ということをされているとお聞きしましたので、お電話させていただきました。）

　②弊社は（御社のような）○○といった事情のお客様に、○○という強みこだわりを持って、・・しておりまして、○○という満足をご提供している会社です。(※三段論法ストーリー)
　③ちなみに、実績としましては・・（※権威ある著名な取引先や、業界地位、有名物件取引・・）

第二ステップ・・ご提案に至る経緯（理由）の説明

　④実は今回、○○ということから、当社の○○が○○のお客様にお役に立てるものと思いまして、そういった事情のお客様を中心にご紹介させていただいております。

○○様にも（御社のことは、○○の事情とお聞きしており）、きっとお役にたてるのではないかと思いまして、お電話させていただきました。

第三ステップ・・担当部署及び担当者の聞き出しと顧客情報の聞き出し

　⑤ちなみに、お客様（御社）では○○といったことは、どうなっておりますでしょうか。・・なるほど、わかりました。それでは○○は・・？なるほど○○なんですね・・。それでしたら、当社は○○ですので、きっとお客様(御社)にお役にたてるものと思います。

⑥それで、ご担当の部署とご担当者のお名前をお聞きしたいのですが・・（そこで資料をお送りしたいと思いますので、どちらに・・）（ご担当の方にお電話を回して頂けないでしょうか・・）

通常他のお客様では、窓口は○○課になると思うのですが・・。課長様のお名前は・・。ご担当者のお名前は・・内線は？

　⑦（失礼でなければ・・）お宅様のお名前は・・？○○様ですね。ありがとうございました。

第四ステップ・・担当者へのTEL、確認、アポ取り⇒追加ヒヤリング

　⑧{三段論法の自社、自己紹介→ご提案に至る経緯(理由)の説明。第一ステップ、第二ステップ}

（御社でも、○○とお聞きしましたので、）きっとお役にたてるのではないかと思いまして、お電話させていただきました。

　⑨御社では、○○についてはどうなっておりますでしょうか。・・なるほど、・・よくわかります。それでしたら、私共でも○○といったことをしており、きっと○○様にもお役に立てるお話や資料もご提供できるものと思います。一度お話させていただければと思うのですが、来週は？

○日の○時はいかがでしょうか。・・わかりました。それでは○日○時におうかがいさせていただきます。（※もう少し詳しく、三段論法から、実例三段論法ストーリー等を駆使して、相手に関心を持たせることが必要になる場合も多い。）

　⑩ところで、お話させて頂くのに、○○様に少しでもお役にたてる資料をお持ちしたいと思いますので、ちょっとお聞きしたいのですが・・御社では、○○のことについては、どうなっておりますでしょうか。なるほど・・それでしたら、○○は？・・わかりました。それでは○○等を用意してご訪問させていただきます。（※訪問前に一歩突っ込んで事情を聞き出したい。）　　　　　　　　　　　

以上
